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【結果】DVT 陽性率は岩手県三陸沿岸部では震災１年後 4 ～ 5.2%、２
年後 8.4 ～ 10.6%、３年後 10.5 ～ 12.7% であった。石巻市では震災１
年後 6.9%、２年後 13.2% であった。宮城県南部では震災１年後 3.5 ～
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亢進し、脊髄 MRI にて Th6 椎体レベルに T2WI で高信号域を認め
たため、多発性硬化症 (multiple sclerosis 以下 MS) の診断でステロ
イド治療施行した。以後ステロイドは漸減中止となっており、症状
再燃なく経過していた。X 年 1 月頃から物忘れと道に迷うことが多
くなったと自覚し、X 年 7 月当院受診。頭部 MRI にて FLAIR 画











に MRI で高信号を認めた。本症例は視神経脊髄炎 (Neuromyelitis 
Optica 以下 NMO) の診断基準は満たしていないが、両側視神経炎
と脊髄炎の病歴があり、さらに頭部 MRI 所見で NMO に特徴的な
病巣が確認されたことから NMO spectrum disorders の一例と考え
た。NMO はインターフェロン ‐ βあるいはフィンゴリモドの投
与で悪化することが知られていることから、本症例のような場合は
MS との鑑別が非常に重要である。
